
「平成２３年度 第１回 情報化施工推進検討ＷＧ」議事次第 
 
 

日 時；平成２３年６月２４日（金）14:00～16:30 
          会 場；札幌市中央区北 3西２丁目さつけんビル６F会議室 
 

 

１．開会挨拶 

 
２．情報化施工推進・検討ＷＧ活動総括（平成23年3月迄の取組結果） 
    
 
３．情報化施工の最近の動向「平成22年度建設事業専門研修会」の情報提供 
    
 
４．建設業協会向けアンケート調査結果及び、建設業協会加盟の本ＷＧ会員のアン

ケート調査結果報告 

    
 

５．平成２３年度以降 情報化施工推進検討 WG 活動方針(案) 
     

・WG 実施事務局体制について 

 
６．平成２３年度以降 情報化施工推進検討 WG 活動方針(案)等における意見交換 

 

７．質疑応答 

 

８．その他 

 

９．閉会副座長挨拶 

   
 
 
 
 
 
           JCMA北海道支部(TEL:011-231-4428、FAX011-231-6630) 
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情報化施工に関する建設業界アンケート 

－建設業協会 協会員アンケート協力による－ 

 

平成２３年２月９日 

１－０ アンケート総数 

(社) 札幌建設業協会 17 

(社) 空知建設業協会 34 

(社) 函館建設業協会 35 

小樽建設協会 39 

(社) 旭川建設業協会 30 

(社) 室蘭建設業協会 25 

釧路建設業協会 36 

帯広建設業協会 39 

網走建設業協会 34 

留萌建設協会 28 

稚内建設協会 28 

計 345 

 

 総アンケート数３４５社、各建設協会からほぼ均等に回答を得ている。 

 

 

１－１ 施工業種・区分（複数回答） 

舗装Ａ 11 3% 

舗装Ｂ 51 13% 

一般土木Ａ 33 8% 

一般土木Ｂ 173 43% 

一般土木Ｃ 112 28% 

一般土木Ｄ 17 4% 

その他 2 1% 

計 399 100% 

 

 

 

 施工業種区分の分類を見てみると、舗装ではＢクラス、一般土木では、Ｂ・Ｃクラスが多い。 

 これは、資格保有者の分布と同じ傾向を示しており、サンプルが均等に徴収されていることを示

している。 
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１－２ アンケート回答者の該当項目（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

約半数が「ほとんど情報がない」と回答しており、情報不足を訴えている。 

一方で、全体の１／３の１００社が推進戦略を知っており、約２割の８０社が今年度の見学会に

参加していたという状況であった。 

 

１－３ アンケート回答社の施工経験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 施工経験は、回答のあった約８５％が未経験という実態であった。 

 

１－４ 情報化施工技術の導入経験技術（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 情報化施工の実施経験者に導入した技術を聞いたところ、７．ＴＳ・ＧＮＳＳを用いた出来形管

理技術と８．ローラ軌跡管理による面的な品質管理技術が、多いことがわかった。 

 

0 50 100 150 200

６．ほとんど情報がない

５．平成２２年度の現場見学会に参加

４．平成２１年度の現場見学会に参加

３．日本建設機械化協会北海道支部のＷＧに参加

２．平成２１年１月の情報化施工フォーラム（札幌） に参

加

１．平成２０年８月の推進戦略を知っている

『情報化施工』に係わる該当項目 （複数回答可）

『情報化施工』に

係わる該当項目

（複数回答可）

0 100 200 300

４．ない

３．平成２０年度以前に施工実績あり

２．平成２１年度に施工実績あり

１．平成２２年度に施工実績あり

情報化施工の施工経験

情報化施工

の施工経験

0 10 20 30

９．その他

８．ローラ軌跡管理による面的な品質管理技術

７．ＴＳ・ＧＮＳＳを用いた出来形管理技術

６．マシンガイダンス（その他）

５．マシンガイダンス（バックホウ）

４．マシンガイダンス（ブルドーザ）

３．マシンコントロール（その他）

２．マシンコントロール（ブルドーザ）

１．マシンコントロール（モータグレーダ）

導入した情報化技術（複数回答可）

導入した情報化技

術（複数回答可）



１－５ 情報化施工の活用効果としての期待項目・内容（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 活用効果として、コスト縮減よりも、施工精度（品質の確保）、施工効率（時間短縮）の向上や、

施工ミスの軽減（確実な施工）に期待していることがわかった。 

 

１－６ 情報化施工用機械・機器の保有状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 機械・機器の保有状況は、絶対数が少ないものの、７．ＴＳ・ＧＮＳＳを用いた出来形管理技術

の保有が多いことがわかった。 

 

２－１ 情報化施工の実施希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 何らかの情報化施工技術を実施したいと思っている会社は４４％であり、実施したいと思わない

会社（２１％）の約２倍程度となっている。一方で、わからないと回答している会社は３５％おり、

情報化施工の普及・啓蒙を継続して実施していくことが重要である。 

0 10 20 30 40 50 60

９．その他

８．オペレータ不足への対応

７．コスト縮減

６．検束作業の軽減

５．丁張作業の軽減

４．労働者等の安全確保

３．施工ミスの軽減（確実な施工）

２．施工効率の向上（時間短縮）

１．施工精度の向上（品質確保）

情報化施工を活用する場合の”効果”としての期待項目（複数回答可）

情報化施工を活用する

場合の”効果”としての

期待項目（複数回答可）

0 5 10 15 20

９．その他

８．ローラ軌跡管理による面的な品質管理技術

７．ＴＳ・ＧＮＳＳを用いた出来形管理技術

６．マシンガイダンス（その他）

５．マシンガイダンス（バックホウ）

４．マシンガイダンス（ブルドーザ）

３．マシンコントロール（その他）

２．マシンコントロール（ブルドーザ）

１．マシンコントロール（モータグレーダ）

情報化施工技術の内、機械・機器の保有状況（複数回答可）

情報化施工技術の内、

機械・機器の保有状況

（複数回答可）

44%

21%

35%

実施の可能性

1.実施したい

2.実施したいと思わない

3.分からない



２－１－２ 情報化施工を実施したい場合の理由（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施したいと思っている会社の最も多い理由としては、施工の品質向上、次に技術提案に関する

適正な評価を挙げている。 

 

２－１－３ 情報化施工を実施したい場合の技術（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施したいと思っている技術は、施工経験及び機器の保有が多かった、７．ＴＳ・ＧＮＳＳを用

いた出来形管理技術が多い。一方で、マシンガイダンス（バックホウ）などに代表されるＭＣ/ＭＧ

技術を挙げる回答が目立った。 

 

２－１－４ 情報化施工を実施したくない場合の理由（複数回答）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 実施したくないと思っている一番の理由は、「コストメリットが無いない」など、導入メリットが

はっきりしていないという回答が多かった。 

0 50 100

９．その他

８．技術提案に関する適正な評価があるから

７．監督・検査方法が簡略化されるから

６．熟練オペレータの代替が可能だから

５．施工管理方法が簡略できるから

４．施工の品質が向上するから

３．工期短縮が可能だから

２．施工の安全性が向上するから

１．コスト縮減効果があるから

｢２－１｣で実施したいと思う理由（複数回答可）

｢２－１｣で実施し

たいと思う理由

（複数回答可）

0 50 100 150

９．その他

８．ローラ軌跡管理による面的な品質管理技術

７．ＴＳ・ＧＮＳＳを用いた出来形管理技術

６．マシンガイダンス（その他）

５．マシンガイダンス（バックホウ）

４．マシンガイダンス（ブルドーザ）

３．マシンコントロール（その他）

２．マシンコントロール（ブルドーザ）

１．マシンコントロール（モータグレーダ）

｢２－１｣で実施したいと思う情報化施工技術（複数回答可）

｢２－１｣で実施

したいと思う情

報化施工技術

（複数回答可）

0 20 40 60

８．その他

７．技術提案に関する適正な評価がされていないから

６．導入メリットがはっきりしていないから

５．監督・検査方法が簡便化されないから

４．施工管理方法が簡略されないから

３．情報化施工に関するノウハウがないから

２．情報化施工機器が準備できないから

１．コストメリットがないから

｢２－１｣で実施したいと思わない場合の理由（複数回答可）

｢２－１｣で実施し

たいと思わない
場合の理由（複

数回答可）



２－２ 情報化施工の一層の普及促進のための必要事項（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 より一層の普及促進のための必要事項として、回答のあった約７割が機械・機器の低価格化・低

廉化を挙げていた。また、導入メリットの明確化や技術者育成を課題とする回答が次点に続いてい

る。 

 

２－３ 情報化施工技術の習得方法の体制（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多くの会社が、社外で開催されている研修や講習会で技術を習得しているという回答であった。 

 

その他、各項目において目立った自由意見を記載する。 

①北海道における情報化施工の普及促進を阻害する諸課題 

・北海道においては景気が未だ回復しておらず、受注金額も年々減って先行きが不透明な中、新

たな設備投資は負担が大きいため、どうしても消極的になってしまう。 

・現場技術者に対する情報化施工に関するノウハウの指導及び、３次元デ－タ作成等の講習会が

本州方面に集中している現状です。コンサル、測器メーカーなどで北海道でも、講習会を開催し

指導することを望みます。 

・積雪寒冷地における施工管理、施工精度の確保が難しく、特有の地盤（泥炭・軟弱）などの現

場条件がある。 

・建設機械及び測量機器の購入価格及びリース価格が高額である。建設機械及び測量機器の保有

数（自社・賃借ともに）が不足している。 

 

②工事発注者への要望等 

・発注者指定型の件数を積極的に増やし、かつ、初期設定費用の計上を実勢価格に見合った適正

0 100 200 300

９．その他

８．情報化施工に対応した技術者・技能者の育成

７．土木工事の標準歩掛化

６．技術提案に関する適正な評価

５．監督・検査方法を簡便化する

４．施工管理方法の規定

３．導入メリットの明確化

２．情報化施工機械・機器の低価格化・低廉化

１．調査業務及び設計業務成果の３次元データ化

情報化施工をより一層普及・促進していくための必要な課題（複数回答可）

情報化施工をより

一層普及・促進して

いくための必要な課

題（複数回答可）

0 50 100 150 200 250

５．その他

４．社外で開催される研修や講習会等に参加させる

３．建設機械・測量機器販売会社からの技術指導

２．建設機械・測量機器のレンタル・リース会社からの

技術指導

１．社内での研修や講習会など、会社独自の取り組み

情報化施工技術の習得方法の貴社体制（複数回答可）

情報化施工技術

の習得方法の貴

社体制（複数回答

可）



な積算を行ってほしい。 

・情報化施工を導入した企業が利益を得られるというインセンティブは必要だが、一部の大手企

業のみが利益を享受することにならない仕組みづくりが重要 

・実施現場でばらつきが見受けられるので、現場監督員へのスキルアップ教育を十分に行ってい

ただきたい。 

・情報化施工による出来形管理や施工管理を実施するにあたり、監督・検査要領を情報化施工が

より有効になるよう検査方法の簡素化するように改訂していただきたい。また、工事の施工管理

業務を委託されている現場技術者にも情報化施工の監督検査実施要領等を周知していただきたい。 

・一般実用化に向けより一層の情報提供、講習会実施など、普及活動の充実を望みます。 

 

③建設機械、測量機器メーカーへの要望等 

・情報化施工に対応する建設機械・測量機器において、ソフトを含め統一仕様または互換性の高

い仕様にしてもらい、普及の利便性、低価格化を図ってほしい。技術指導体制、バックアップ体

制を充実して、普及に努めてほしい。 

・現場見学会や技術指導の機会を多くして戴きたい。 

 

④その他要望等 

・土木工事における情報化施工現場を次の時代を担う世代、高校生や一般人にも見学会を設け、

広く社会に興味と認識を持つように図って頂きたい。 

・各企業の体制にもよるが、多くはバックホウ、ブルドーザーなどの重機の施工は下請けへ発注

し、ローラ等の操作が簡易な重機類はリースし自社施工することが多い。高価機材を搭載した重

機を下請会社で用意する事は実質的に困難であり、またその下請会社で各種データの取扱いを行

うのも困難である。各種データを元請で取り扱うとしても、下請会社毎で異なる多種多様な機器

材を把握するのも困難である（リースでも同様）。データ形式の標準化は達成されつつありますが、

各種機材、ソフト類の操作の標準化を実施しなければ、誤操作や準備期間の長期化などが懸念さ

れます。 

 

まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 情報化施工推進会議が平成２０年８月に策定・公表した『情報化施工推進戦略』は、道内の建

設業３人に一人の割合で認識されてはいるものの、情報はまだ不足しており、十分に浸透してい

ない。 

 平成２２年度に開催した情報化施工の全道各地の見学会（６回）では、５人に一人の割合で参

加しており、情報化施工の普及促進に一役かっているとは言え、過去に情報化施工を実施したこ

とがある施工業者は、１５％程度である。 

 道内の情報化施工は、「ＴＳ・ＧＮＳＳを用いた出来形管理技術」と「ローラ軌跡管理による

面的な品質管理技術」が多く、機器保有者も増えている。活用効果として、施工精度の向上や工

期短縮を期待しているが、未だ導入コストが高く、効果メリットも明確でないため、普及が進ん

でいない。 

 今後さらに普及させるためには、導入メリットを明確に打ち出すことはもちろん、専門技術者

の育成や導入コストの低廉化などが必要である。このことから、北海道開発局としても建設業協

会の先の要望に応えられるよう引き続き各種支援や取り組みを実施していきたい。 



 情報化施工に関するさまざまな情報や導入メリットの周知不足から、発注者側との認識の違いが

あることが明らかになった。情報化施工のさらなる普及・促進に向け、さまざまな観点から、今後

もフォロー＆サポートさせていただきたいと考えている。 

最後に、建設業協会の全面的な協力のもと、膨大な数のアンケートを回収することができた。こ

の場をお借りして、関係各位に感謝申し上げたい。 




